
 

 

 

第
六
回
生
徒
会
祭
「Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ
ｓ 

Ｉ 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

伊
高
謝
恩
駅
伝
」（同

窓
会
合
同
企
画
）が
十
一
月
八
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
へ
の
感
謝
の

意
を
込
め
て
、
伊
良
部
島
北
区
南
区

の
全
地
区
を
同
窓
会
と
た
す
き
を
繋

ぐ
駅
伝
で
す
。 

 

前
日
は
、
全
コ
ー
ス
の
清
掃
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
班
に
分
か
れ
て
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
感
謝
を

込
め
て
の
清
掃
作
業
で
す
。
当
日
は

十
一
月
と
は
思
え
な
い
暑
さ
で
し

た
が
、
全
員
で
心
地
よ
い
汗
を
か

き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
午
後
か
ら
準
備
作
業
、 

生
徒
会
祭
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

多
く
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。
幟
（の

ぼ
り
旗
）の
作
成
と
設
置
、
た

す
き
の
作
成
、
風
船
で
の
校
門

ア
ー
チ
の
作
成
等
々
、
生
徒

会
祭
成
功
に
向
け
て
、
時
間

を
か
け
た
準
備
に
全
員
で
取

り
組
み
ま
し
た
。 

 

活
気
が
漲
り
、
準
備
を
楽
し

む
充
実
し

た
表
情
の

皆
さ
ん
！ 

 

チ
ー
ム
で

一

つ
の
目

標
に
向
か
っ

て
取
り
組

む
こ
と
の

充
実
感
！

で
す
ね
。 
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「亜種チュウダイズアカ

アオバト」鳴き声が尺八

に似ていることから

「シャクハチバト」とも

呼ばれている。野崎先

生！よく見つけました。 

初めて拝見しました。 

優しい表情、眼差しが引きつけて虜にしますね。思うのです。被写体の表

情はそのまま撮影する人の「心、思い」の反映であると。また一つ、伊良

部高校の「野鳥を育む」緑豊かな環境の良さを再確認ですね。 

伊良部高校を散策してみると！ 

撮影日：令和２年１１月 野崎先生撮影 

 

沖
縄
県
立
伊
良
部
高
等
学
校 

令和２年度 

第６号 

諺
、
教
訓
・
名
言
コ
ー
ナ
ー 

「
人
類
に
は
と
て
も
効
果
的
な
武
器
が

一
つ
あ
る
・
・
そ
れ
は
笑
い
だ
。
」 

 

～
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ン
～ 

 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
著
作
家
・
小
説
家 

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
」
で
皆
さ
ん
お
な

じ
み
。
「
笑
い
・
笑
顔
・
笑
い
声
】
本
当
に
幸
せ
な
気
分

に
な
り
ま
す
ね
。
他
に
も
「
笑
い
栄
ゆ
」
「
笑
う
門
に
は

福
来
た
る
」
「
笑
う
顔
に
矢
立
た
ず
」
「
笑
い
は
人
の

薬
」
等
々
沢
山
あ
り
ま
す
。
笑
顔
の
絶
え
な
い
皆
さ
ん
で 

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

自
主 

誠
実 

創
造 

生
徒
会
祭
！
前
日
に 

コ
ー
ス
の
清
掃
で
す
。 

生
徒
会
祭
！
本
番
で
す
！ 

頑
張
り
ま
し
た
！ 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
！ 

問
題
行
動
防
止
標
語
・
イ
ラ
ス
ト 

税
に
関
す
る
作
文
で
受
賞 

 

宮
古
地
区
県
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
の
「
問
題
行

動
防
止
標
語
・
イ
ラ
ス
ト
、
標
語
の
部
で
濱
川
快
吏
君
が

「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
標
語
は
「
帰
ろ
う
よ 

大
事
な
家
族
が 

待
つ
家
に
」
（
深
夜
徘
徊
防
止
）
で

す
。
イ
ラ
ス
ト
と
標
語
は
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
宮
古

地
区
全
高
校
生
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

積
極
的
に
機
会
を
捉 

え
て
取
り
組
ん
だ
こ
と 

が
実
を
結
び
ま
し
た
。 

思
考
を
深
め
、
言
葉
を 

吟
味
し
た
そ
の
過
程
も 

取
り
組
み
の
醍
醐
味
だ 

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

 

十
一
月
十
八
日
、
２
０
２
０
年
度
「
税
を
考
え
る
集

い
」
が
宮
古
島
市
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
中
で
「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
お
見

事
！
手
登
根
華
恋
さ
ん
が
「
宮
古
島
税
務
署
長
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

 

「
私
と
税
金
」
と
題 

し
た
作
文
で
の
受
賞
で 

す
。
進
路
活
動
で
忙
し 

い
中
で
の
取
り
組
み
、 

「
や
れ
ば
で
き
る
」
を 

実
感
し
、
今
後
の
力
に 

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

春
高
バ
レ
ー
県
予
選
ベ
ス
ト
８ 

 
十
月
三
十
日
～
十
一
月
三
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
第
七
十
三
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学

校
選
手
権
大
会
県
予
選
に
、
本
校
最
後
の
バ
レ
ー

部
仲
間
成
南
君
が
出
場
し
ま
し
た
。 

 

宮
古
総
合
実
業
高
等
学
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
と

し
て
、
練
習
を
重
ね
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
バ

レ
ー
が
大
好
き 

だ
か
ら
こ
そ
！ 

最
後
ま
で
頑
張 

り
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
八
日
、
い
よ 

 
 
 
 
 
 
 

い
よ
本
番
！
本
当
に
！ 

 
 
 
 
 
 
 

天
候
に
恵
ま
れ
た
絶
好 

 
 
 
 
 
 
 

の
駅
伝
日
和
と
な
り
ま 

 
 
 
 
 
 
 

し
た
。
予
想
を
上
回
る 

 
 
 
 
 
 
 

参
加
者
と
沿
道
の
声
援 

 
 
 
 
 
 
 

が
あ
り
ま
し
た
。
各
期 

 
 
 
 
 
 
 

同
窓
会
で
、
夫
婦
で
、 

 
 
 
 
 
 
 

親
子
で
、
親
戚
で
の
参 

 
 
 
 
 
 
 

加
に
沿
道
で
は
複
数
の 

 
 
 
 
 
 
 

横
断
幕
と
地
域
の
多
く 

 
 

 
 

 
 

 

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
声

援
が
あ
り
、
本
校
が
地
域
と
共
に
歩
み
、

地
域
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
陰
様
で
三

十
七
年
の
歴
史
を
築
き
上 

げ
た
こ
と
を
改
め
て
痛
感 

し
ま
し 

た
。
あ 

り
が
と 

う
ご
ざ 

い
ま
し 

し
た
。 


